
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
軍
事
侵
攻
を
開

始
し
て
、
ほ
ぼ
一
年

が
た
つ
。
世
界
中
が

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
と

闘
っ
て
い
る
さ
な
か

の
出
来
事
で
あ
り
、

ま
さ
に
衝
撃
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
暴
挙
が
、
こ
の
現
代
の
国
際
社
会

に
お
い
て
許
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う

憤
り
は
誰
し
も
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
当
の
ロ
シ
ア
の
大
統
領
は
、

平
然
と
し
て
悪
び
れ
る
と
こ
ろ
が
な

い
▼
何
よ
り
も
残
念
な
の
は
、
こ
の

間
、
子
供
を
含
む
民
間
人
の
死
者
が

七
千
人
を
超
え
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
軍
事
施
設
の
み
な
ら
ず
、
病
院

や
学
校
な
ど
が
ミ
サ
イ
ル
等
の
攻
撃

を
受
け
て
い
る
か
ら
だ
。
こ
れ
以
外

に
も
ロ
シ
ア
軍
よ
る
戦
争
犯
罪
的
な

行
為
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
は
弾
劾
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
▼
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
の
か
。
国

際
連
合
を
中
心
と
す
る
平
和
維
持
の

た
め
の
し
く
み
が
欠
け
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
国
へ
一
方
的

に
軍
隊
を
派
遣
し
た
当
の
ロ
シ
ア

が
、
国
連
の
常
任
理
事
国
と
し
て
、

今
も
居
座
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
ど

う
考
え
て
も
お
か
し
い
。
▼
国
際
協

調
に
よ
っ
て
、
紛
争
を
平
和
的
に
解

決
す
る
手
段
と
枠
組
み
を
早
急
に
つ

く
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。
そ
う
し
な

い
と
日
本
を
含
む
世
界
は
果
て
し
な

い
軍
拡
競
争
に
陥
る
に
ち
が
い
な

い
。
こ
の
戦
争
が
早
期
に
終
結
す
る

こ
と
と
と
も
に
、
戦
後
の
国
際
社
会

の
平
和
維
持
へ
の
取
り
組
み
に
期
待

し
た
い
▼
と
こ
ろ
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
流
行
も
第
八
波
を
迎
え
て
、

よ
う
や
く
終
息
し
つ
つ
あ
る
よ
う

だ
。
３
月
か
ら
は
屋
内
に
お
い
て
も

マ
ス
ク
着
用
は
、
個
人
の
判
断
と
な

る
よ
う
で
あ
る
。
６
月
の
総
会
に
お

い
て
、
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
が
復
活

で
き
る
よ
う
な
ら
、
う
れ
し
い
の
だ

が
。	

（
青
山
）

す
。
家
庭
か
ら
の
愛
情
や
支
援
、
学

校
や
社
会
か
ら
提
供
さ
れ
る
教
育
環

境
は
格
段
に
充
実
し
た
一
方
で
、
何

ら
か
の
困
難
に
当
た
っ
た
り
、
人
間

関
係
が
こ
じ
れ
た
り
す
る
と
、
心
折

れ
て
傷
つ
き
、
内
向
き
に
な
っ
て
し

ま
う
生
徒
も
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

か
つ
て
な
く
未
来
予
測
が
困
難
な

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
こ
の

よ
う
な
生
徒
た
ち
が
将
来
、
社
会
で

輝
い
て
活
躍
で
き
る
に
は
、
知
識
の

基
盤
と
な
る
高
い
学
力
に
加
え
て
、

ど
の
よ
う
な
困
難
に
も
明
る
く
立
ち

向
か
う
前
向
き
な
姿
勢
と
、
多
様
な

仲
間
と
協
働
し
な
が
ら
新
し
い
価
値

を
創
り
出
せ
る
資
質
が
必
要
で
す
。

四
日
市
高
校
で
は
、
国
の
指
定
事
業

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
研
究
開
発
と
、「
自
律
し

た
学
習
者
へ
の
転
換
」
を
柱
に
、
こ

れ
ら
の
資
質
を
育
成
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
学
校

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
社
会
と
つ
な
が

っ
て
、
社
会
で
必
要
と
な
る
骨
太
さ

と
し
な
や
か
さ
を
生
徒
に
体
得
さ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
同

窓
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
多
く
な
る
か
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
一
層
の
ご
厚
情
、
ご

支
援
を
母
校
に
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

嘘
か
真
か
、
日
本
一
、
駅
舎
に
近

い
と
評
さ
れ
る
四
日
市
高
校
で
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
た
ま
に
は

途
中
下
車
し
て
四
高
の
空
気
を
懐
か

し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ぜ
ひ
校
長
室
に
も
お
寄
り
く
だ

さ
い
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶
が
遅
れ
ま
し
た
が
、今
年
度
、

校
長
に
着
任
し
ま
し
た
諸
岡
伸
と
申

し
ま
す
。
昭
和
58
年
度
本
校
卒
、
平

成
13
～
16
年
度
本
校
勤
務
の
、
同
窓

で
あ
り
元
教
員
で
す
。
同
級
生
や
前

同
僚
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
覧
に
な
る

と
、
は
な
は
だ
力
不
足
で
は
ご
ざ
い

ま
し
ょ
う
が
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま
の

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
精
一
杯

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
の
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

お
よ
そ
20
年
ぶ
り
に
本
校
教
職
に

戻
り
ま
し
た
が
、最
も
感
じ
る
の
は
、

生
徒
の
姿
勢
が
非
常
に
積
極
的
、
前

向
き
に
変
容
し
た
と
い
う
こ
と
で

す
。学
習
に
対
す
る
主
体
的
な
姿
や
、

学
校
内
外
の
様
々
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
意
欲
に
は

感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
伝
統
的
に
盛

ん
な
部
活
動
も
、
加
入
は
自
由
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
90
％
ほ
ど
の
生

徒
が
参
加
し
、
熱
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
少
し
気
に
な
る
面
も
あ
り
ま

し
ょ
う
か
。

　

人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
。

寿
命
が
延
び
て
、
大
学
卒
業
後
凡
そ

40
年
間
働
い
て
、
更
に
40
年
間
生
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
は
今
年
１
月
31
日
に
齢
80
を
迎

え
ま
し
た
が
、健
康
に
一
層
留
意
し
、

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
時
代
が

求
め
る
よ
り
長
く
有
効
な「
考
え
方
」

を
改
め
て
探
求
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

の
頭
文
字
を
と
っ
て
で
き
た
言
葉

で
す
。

　

今
は
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
と
言
わ
れ

ま
す
。
先
の
予
測
が
出
来
ず
、
計
画

通
り
に
な
ら
な
い
時
代
で
あ
る
と
い

う
、
現
代
の
特
徴
を
言
い
表
す
言
葉

で
す
。

　

つ
ま
り
、
以
前
は
う
ま
く
い
っ
た

考
え
方
が
今
は
通
用
し
な
い
、
或
い

は
近
い
将
来
通
用
し
な
く
な
る
、
そ

し
て
そ
の
速
度
が
と
て
も
早
く
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
う
ま
く
い
く
考
え

方
を
学
び
、
そ
れ
を
繰
り
返
せ
ば
よ

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

考
え
方
を
学
ん
で
も
、
す
ぐ
そ
れ
が

通
用
し
な
く
な
る
時
代
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

　

コ
ロ
ナ
は
い
よ
い
よ
３
年
目
を
迎

え
第
８
波
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
ろ
そ
ろ
英
国
を
見
習
っ
て
マ
ス
ク

着
用
は
自
由
に
し
て
も
ら
い
た
い
も

の
で
す
。

　

ま
た
21
世
紀
と
も
思
え
ぬ
プ
ー
チ

ン
ロ
シ
ア
の
不
当
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
は
一
年
余
と
な
り
ま
し
た
が
、
未

だ
話
合
い
の
兆
し
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
一
日
も
早
い
終
結
を
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ

（
ブ
ー
カ
）
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

で
す
か
？

　

Volatility

（
変
動
性
）

　

Uncertainty

（
不
確
実
性
）

　

Com
plexity

（
複
雑
性
）

　

Am
biguity

（
曖
昧
性
）

着
任
ご
挨
拶

学
校
長
　
諸
岡
　
伸

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代

同
窓
会
第
五
代
会
長
　
伊
藤
勘
作

（
四
高
35
年
度
卒
）

　令和５年度総会を下記の通り開催いたしま
す。会員の皆様におかれましては、お誘い合
わせの上、多数ご参加くださいますようご案
内申し上げます。

終了後
◦記念撮影
◦抽選会

○付　記
◦会費期限切れの方には、振込用紙を同封い
たしました。会費納入にご協力下さい。
◦講演につきましては一般に公開しておりま
す。お知り合いでご興味のあります方には
ご案内下さい。

○問合せ
四日市高校同窓会館
　TEL・FAX 059-365-3631
　Eメール：sikoukai@m2.cty-net.ne.jp
四日市高等学校同窓会HP
  shiko-kai.com

〈演題〉
「市立四日市病院の現状」

○記念講演（総会後）
〈講師〉

　 一 宮 　 惠 氏
（四高42年度卒）

市立四日市病院名誉院長
尚豊会みたき総合病院理事長兼院長

○日　時

13時30分受付/14時00分開会
令和５年６月３日（土）

○場　所
四日市商工会議所 １階 ホール

令和5年度
総会のご案内

四日市高校　同窓会報第80号 2023年（令和５年）３月１日（1）

No.80
編集発行

三重県立
四日市高等学校

同窓会

〒510-8027
四 日 市 市 茂 福 65
TEL〈059〉365-3631

印　刷
㈱東海フォトデザインシステム



　

同
級
生
の
森
克
己
氏
の
ご
紹
介
に

よ
り
登
壇
さ
れ
た
林
氏
は
ロ
ー
マ
ク

ラ
ブ
正
会
員
又
本
部
執
行
役
員
で
、

世
界
を
俯
瞰
な
さ
る
そ
の
お
立
場
か

ら
、
西
欧
思
想
中
心
の
危
機
を
察
知

し
、
今
後
の
日
本
の
果
た
す
べ
き
役

割
に
つ
い
て
ご
考
察
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
今
後
、
四
高
生
が
縮
こ

ま
ら
ず
に
世
界
へ
は
ば
た
く
こ
と
へ

の
期
待
を
述
べ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

6
月
4
日（
土
）四
日
市
商
工

会
議
所
に
於
い
て
令
和
4
年
度

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
58

名
の
出
席
を
得
、
藤
原
副
会
長

の
司
会
の
下
、
ま
ず
伊
藤
会
長

よ
り
出
席
者
に
日
頃
の
同
窓
会

活
動
へ
の
協
力
の
お
礼
と
今
後

の
さ
ら
な
る
協
力
の
要
請
が
述

べ
ら
れ
、
次
い
で
諸
岡
校
長
か

ら
は
現
在
の
母
校
の
教
育
活
動

の
様
子
や
成
果
と
実
績
の
報
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
田
中
常
任
理
事
を
議

長
に
議
事
審
議
が
進
行
、
ま
た

青
山
副
会
長
・
佐
久
間
会
計
か

ら
議
事
提
案
が
あ
り
、
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
四
高
43
年
度
卒
林
良

嗣
氏
に
よ
る
記
念
講
演
を
拝

聴
、
記
念
撮
影
と
進
行
し
ま
し

た
。

〇
第
1
号
議
案

　

令
和
3
年
度
事
業
報
告

〇
第
2
号
議
案

　

令
和
3
年
度
収
支
報
告

〇
第
3
号
議
案

　

令
和
4
年
度
事
業
計
画

〇
第
4
号
議
案

　

令
和
4
年
度
予
算

　

以
上
に
於
い
て
審
議
の
後
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度　

四
日
市
高
校
同
窓
会
総
会
報
告

令和４年６月４日
四日市商工会議所

議
　
　
事

記
念
講
演

四日市高校同窓会　令和３年度 収支決算書
（令和３年４月１日 ～ 令和４年３月31日）

一般財団法人四高会　令和３年度 収支決算書
（令和３年４月１日 ～ 令和４年３月31日）

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 同 窓 会 収 入 8,697,000 8,728,000

入 会 金 全日制　1,800円×940人 1,692,000 1,728,000
同 窓 会 費 終身（20000） 347 6,940,000

10年（10000） 0
５年（5000） 1 5,000
３年（3000） 1 2,000
１年（1000） 58 58,000 7,005,000 7,000,000

② 雑 収 益 寄付金、利子・その他 176,928 8,569
③ 前 期 繰 越 金 1,683,431 1,683,431

合　　　　計 10,557,359 10,420,000

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 運 営 費 1,231,399 1,500,000

給 与 給料、手当 1,030,000 1,100,000
事 務 印刷、消耗品・事務用品、諸経費 82,473 200,000
通 信 電話、郵便、インターネット関連費 118,926 200,000

② 会 議 費 112,971 280,000
総 会 会場費、総会景品代等 93,169 200,000
理 事 会 会場費 15,230 70,000
常 任 理 事 会 会場費、会議費 4,572 10,000

③ 事 業 費 1,948,515 2,400,000
会 報 会報印刷及び発送費 1,192,965 1,200,000
学 校 活 動 助 成 金 懸垂幕寄贈、激励金 755,550 1,200,000

④ 四高会拠出金 （一財）四高会への寄付金 2,500,000 2,500,000
⑤ 積 立 金 3,000,000 3,000,000
⑥ 予 備 費 0 150,000
⑦ 次 期 繰 越 金 1,764,474 590,000

合　　　　計 10,557,359 10,420,000

次年度繰越収支差額 1,351,274

前 年 度 末 0
今年度積立金 1,000,000
利　　　　子 0
今 年 度 末 1,000,000

百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：　円

修繕引当資産（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：　円 百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：円
次年度繰越金 1,764,474
令和３年度卒業生 同窓会費 預り金 5,602,000
今年度末 7,366,474

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：円
前　年　度　末 59,422,082
今 年 度 積 立 金 3,000,000
利　　　　　子 961
今　年　度　末 62,423,043

単位：円 単位：円〔収入の部〕

単位：円〔支出の部〕

科　　　目 摘　　　要 決算額 予算額
Ⅰ．収入の部
① 事業収入 会館使用料 56,200 50,000
② 受取寄付金収入 同窓会より 2,500,000 2,500,000
④ 雑     収     入 施設利用料、利息等 18,871 22,232

合　　計 2,575,071 2,572,232
Ⅱ．支出の部
① 事業費・管理費支出 1,141,565 1,959,000
　 会議費支出 会議等 0 80,000
　 地元協力費支出 十四川の桜管理 50,000 50,000
　 消耗品費支出 コピー機・事務諸経費 39,417 100,000
　 修繕費支出 会館補修工事 60,000 500,000
　 光熱水料費支出 電気、水道、ガス 417,718 420,000
　 保険料支出 火災保険料 23,510 25,000
　 租税公課支出 固定資産税、県・市税等 425,600 500,000
　 清掃費支出 環境整備等 110,000 120,000
　 支払負担金支出 商工会議所会費 14,000 14,000
　 雑費支出 証明書発行手数料 1,320 150,000
② 投資活動支出 1,000,000 1,000,000
　 修繕引当資産取得支出 会館修繕目的 1,000,000 1,000,000
③ 予備費支出 0 100,000

合　　計 2,141,565 3,059,000
Ⅲ．当年度収支差額 433,506 △ 486,768
Ⅳ．前年度繰越収支差額 917,768 917,768
Ⅴ．次年度繰越収支差額 1,351,274 431,000

記
念
講
演

林
　
良
嗣
氏
（
四
高
43
年
度
卒
）

『
２
０
２
２
年
、
ロ
ー
マ
ク
ラ
ブ
・
レ
ポ
ー
ト

　
「
成
長
の
限
界
」
50
周
年
を
読
み
解
く

－

日
本
の
危
機
に
気
づ
き
、
四
高
生
こ
そ
世
界
に
は
ば
た
け

－
』

受付風景

総会あいさつ

講演に聞き入る出席者

出席者記念撮影出席者記念撮影

林　良嗣氏
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川
瀬
優
利
、
神
田
歩
輝
、
藏
田
友
太

朗
、
近
藤
蓮
、
齋
内
大
翔
、
佐
々
木

喬
哉
、
佐
藤
愛
、
佐
藤
大
起
、
佐
藤

雄
太
、
清
水
貴
裕
、
清
水
菜
摘
、
髙

橋
諒
多
、田
中
愛
菜
、辻
本
健
太
郎
、

冨
久
陽
史
、南
谷
涼
介
、西
川
侑
李
、

樋
口
乃
彩
、平
田
結
葉
、平
谷
智
史
、

見
並
永
遠
、茂
木
拓
斗
、森
千
奈
都
、

栁
川
の
の
は
、山
田
航
、山
吉
志
麻
、

横
山
幸
生
、吉
田
春
菜
、𠮷
田
都
里
、

綿
谷
佳
音
、浅
川
怜
央
、浅
野
皐
希
、

石
山
凜
空
、市
川
昌
暉
、伊
藤
祥
梧
、

今
村
希
来
、岩
本
紀
乃
、位
田
栞
理
、

片
山
透
瑚
、
北
尾
奈
美
樹
、
北
出
歩

夢
、
清
山
壱
颯
、
近
藤
日
菜
多
、
佐

野
彗
誠
、
澤
恒
志
、
芝
田
暖
七
、
高

岡
航
太
、
竹
村
篤
人
、
鍔
本
優
希
、

鶴
田
開
土
、
德
永
百
華
、
中
村
友
理

香
、
中
山
竜
志
、
西
田
莉
咲
、
橋
本

太
一
、
針
本
美
優
、
東
愛
子
、
前
田

龍
之
介
、
松
野
晃
征
、
松
本
咲
月
、

水
谷
有
未
花
、
三
田
村
歩
美
、
森
田

莉
文
、
山
口
修
生
、
山
﨑
歩
睦
、
山

村
修
平
、
油
田
尊
、
池
内
し
ん
り
、

伊
藤
崇
悟
、
伊
藤
菜
英
、
岡
山
楓
、

加
藤
里
歩
、神
津
美
月
、後
藤
悠
希
、

小
林
希
帆
、駒
田
喬
久
、坂
田
創
紀
、

佐
藤
恋
菜
、柴
田
朋
花
、友
田
江
莉
、

中
﨑
颯
馬
、永
野
宏
武
、服
部
朱
美
、

圡
方
悠
記
子
、
福
間
愛
子
、
三
上
航

世
、
宮
地
里
佳
、
山
下
寛
太
、
渡
邊

愛
華
、
井
坂
滉
也
、
岡
本
佳
大
、
奥

永
航
、
佐
伯
心
、
坂
木
祥
太
朗
、
瀬

古
大
介
、
高
崎
諄
哉
、
西
川
陽
登
、

布
施
快
斗

稲
垣
良
一
、石
井
良
樹
、永
戸
吉
朋
、

山
田
容
子
、
日
比
義
三
、
鳴
戸
理
佐

○
５
年
会
費
（
５
千
円
）	

２
名

○
１
年
会
費
（
千
円
）	

46
名

（
令
和
５
年
１
月
末
現
在
）

　

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

西
川
尚
輝
、野
里
夏
未
、波
田
大
和
、

平
尾
洋
人
、平
田
智
貴
、平
野
楓
河
、

星
野
光
輝
、星
野
蒼
太
、増
山
絢
子
、

松
岡
杏
奈
、
水
谷
心
、
美
濃
柚
花
、

森
田
瑚
都
、柳
㔺
美
里
、柳
瀬
穂
奈
、

山
口
華
永
、山
本
愛
莉
、横
山
由
依
、

渥
美
輝
、
石
井
瑞
咲
、
石
原
洋
祐
、

大
橋
一
心
、河
村
咲
良
、坂
倉
彩
月
、

椎
久
朝
日
、鈴
木
咲
良
、中
島
愛
叶
、

久
長
祥
子
、赤
星
歩
輝
、石
田
大
和
、

市
川
拓
海
、
伊
藤
菜
々
佳
、
伊
藤
梨

央
、
今
村
友
翔
、
小
川
玲
児
、
加
藤

海
麗
、
儀
賀
凜
夢
人
、
久
保
浩
誠
、

小
芝
創
、
小
谷
紗
矢
、
田
中
七
海
、

東
條
稜
功
、時
津
朱
李
、中
島
実
希
、

中
道
諒
、
中
山
竜
希
、
南
谷
俊
介
、

西
川
琳
、
日
沖
莉
理
、
藤
田
真
生
、

別
宮
詩
、
前
田
未
来
、
牧
野
優
翔
、

水
野
開
、
三
隅
賢
、
安
田
惇
平
、
赤

坂
心
、
伊
藤
早
彩
、
伊
藤
眞
廣
、
浦

健
人
、
永
藤
健
吾
、
奥
野
圭
、
加
藤

優
菜
、
金
谷
維
新
、
川
村
優
衣
、
神

田
瑞
季
、
紀
平
萌
香
、
楠
理
愛
、
隈

元
玲
衣
、
小
崎
颯
太
、
小
林
愛
奈
、

阪
田
朱
唯
斗
、
里
見
聡
太
、
佐
原
明

日
海
、
末
谷
克
樹
、
竜
田
あ
か
ね
、

辻
智
充
、
永
武
伶
都
、
南
部
聡
葉
、

西
川
菜
々
子
、
野
口
真
奈
花
、
野
田

夢
歩
、
野
村
琴
音
、
萩
原
莉
世
、
萩

原
凜
、
藤
井
風
汰
、
細
田
侑
嗣
、
増

井
日
向
、
宮
田
真
旭
、
宮
原
知
佑
、

山
口
綾
夏
、
山
本
萌
、
石
川
智
就
、

磯
谷
史
紀
子
、
伊
藤
梨
央
、
稲
垣
里

依
、
内
田
陽
介
、
浦
陸
人
、
太
田
礼
、

大
西
麻
紀
子
、
小
濵
理
子
、
加
藤
そ

ら
、
河
村
柚
衣
、
木
田
柊
星
、
後
藤

春
祐
、
近
藤
大
喜
、
佐
藤
菜
由
、
篠

崎
友
汰
、
杉
本
雅
弥
、
高
嶋
文
哉
、

竹
尾
祐
香
、田
中
寛
貴
、爲
西
勇
斗
、

辻
岡
太
陽
、
中
川
真
、
西
川
佳
希
、

西
村
菫
、
橋
本
佳
苗
、
早
川
昂
希
、

原
田
彩
花
、山
内
菜
央
、山
本
紗
生
、

池
田
み
な
、伊
藤
小
和
、伊
藤
星
尚
、

今
尾
若
菜
、上
川
心
誉
、上
村
快
澄
、

岡
本
桃
佳
、
小
川
万
翔
、
鹿
犱
葵
、

○
終
身
会
費
（
２
万
円
）

五
十
嵐
美
晶
、
石
井
綾
人
、
石
原
佳

奈
、
伊
藤
愛
、
伊
藤
菜
々
花
、
伊
藤

由
衣
、
稲
田
亜
純
、
内
田
悠
斗
、
梅

原
悠
渡
、岡
本
優
飛
、加
代
紅
怜
葉
、

加
藤
彩
希
、川
部
容
也
、小
谷
日
向
、

諏
訪
颯
稀
、
髙
島
彰
一
郎
、
田
仲
絃

佳
、
知
念
春
来
、
出
口
滉
一
、
新
納

弘
之
、
服
部
太
陽
、
服
部
心
奏
、
藤

井
は
な
り
、藤
井
日
南
、水
谷
建
心
、

水
谷
千
夏
、
村
出
舞
菜
、
山
口
亜
香

音
、
山
路
凜
、
米
澤
星
柊
、
安
藤
菜

乃
、
伊
藤
一
樹
、
井
上
真
実
、
宇
佐

美
魁
飛
、
内
田
千
晴
、
大
森
悠
加
、

大
矢
伊
織
、岡
野
舜
平
、小
倉
一
朔
、

加
藤
颯
真
、菅
野
友
乃
、栗
山
玖
也
、

小
林
さ
く
ら
、小
林
海
羽
、佐
藤
舞
、

佐
野
愛
莉
、
佐
野
友
哉
、
辻
花
音
、

永
野
未
来
、長
濵
尚
汰
、中
村
友
美
、

第
14
回

令
和
４
年
度
会
費
納
入
者

（
敬
称
略
）

　

四
高
同
窓
会
第
14

回
銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ

大
会
は
令
和
４
年
11

月
10
日（
木
）四
日
市

カ
ン
ツ
リ
ー
俱
楽
部

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵

ま
れ
秋
晴
れ
の
下
、

男
子
50
名
・
女
子
４

名
の
総
勢
54
名
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

な
お
、
優
勝
者
は
左
記
の
通
り
で
し
た
が
、
お
二
人
と

も
初
参
加
と
の
こ
と
で
し
た
。

女
子
優
勝
者　
星　
　

珠
樹
さ
ん
（
Ｓ
55
年
度
卒
）

男
子
優
勝
者　
四
ツ
谷
昌
彦
さ
ん
（
Ｓ
37
年
度
卒
）

　

ま
た
、
四
商
同
窓
会
と
の
ゴ
ル
フ
交
流
会
に
つ
い
て
大

会
当
日
お
諮
り
を
致
し
ま
し
た
結
果
、
参
加
者
各
位
の
賛

同
を
得
ま
し
た
の
で
追
っ
て
先
方
と
打
ち
合
わ
せ
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

会
館
だ
よ
り

◦
西
脇
基
夫
様
（
四
高
26
年
度

卒
）
よ
り
、
母
校
富
中
教
諭

で
い
ら
し
た
黒
松
秀
志
先
生

の
作
品
２
点
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

◦
千
種
留
美
子
様
（
四
高
60
年

度
卒
）
よ
り
、
鈴
木
田
俊
二

先
生
の
作
品
１
点
を
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。

◦
小
林
英
俊
様
（
新
制
四
高
初

代
校
長
福
岡
法
重
先
生
の
お

孫
様
）
よ
り
、
貴
重
な
資
料

を
多
数
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し

た
。

◦
今
年
度
総
会
に
て
記
念
講
演

を
行
っ
て
く
だ
さ
っ
た
林
良

嗣
様
（
四
高
43
年
度
卒
）
よ

り
、
講
演
料
を
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

常任理事　山本　将子　四高25
服部　幸男　四高27
服部八州宏　四高30
北川　利美　四高31
小津　博嗣　四高33
八木　統治　四高34
上野　公雄　四高35
水谷　益彦　四高36

☆ 井ノ口勝昭　四高37
☆ 小川硬一郎　四高38
山下久三造　四高39
伊藤　利造　四高45
田中　真司　四高47
井村　正史　四高48
伊藤　重和　四高50
森　　公平　四高51
黒木　　誠　四高55
名越　一大　通信　

☆印は新任

会　長　伊藤　勘作　四高35

副会長　西脇　壽郎　四高32
　　　　中島　泰浩　四高36
　　　　杉本　雅俊　四高42
　　　　種橋　潤治　四高43
　　　　青山　　晶　四高45
　　　　藤原　和彦　四高54
　　　　遠藤　　憲　教頭　

顧　問　岡田　卓也　富中40
　　　　小菅　弘正　富中42
　　　　森田三重子　四女42
　　　　熊澤誠一郎　四高29
　　　　諸岡　　伸　校長　

書　記　富田　常豊　四高42
　　　　小林　典子　四高51
　　　　前田　憲一　教諭　

会　計　佐久間　基　四高Ｈ10
　　　　大森　智之　教諭

監　査　奈須　庄平　四高37
　　　　小林　春美　四高50
　　　　森　　　智　四高55

令和 4 年度 役員及び常任理事 ⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

黒松秀志先生の作品

鈴木田俊二先生の作品

男女優勝者と会長
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家
佐
々
木
信
綱
先
生
、
日
本
文
芸
家

協
会
会
長
の
丹
羽
文
雄
先
生
、
当
時

花
形
売
れ
っ
子
の
田
村
泰
次
郎
先
生

の
訓
話
を
拝
聴
し
た
事
は
私
共
は
日

本
文
学
の
道
標
、
拝
聴
し
た
青
春
時

代
の
懐
か
し
い
一
ペ
ー
ジ
で
し
た
。

　

私
も
五
拾
を
要
し
宝
美
術
館
を
開

催
し
、
丹
羽
文
雄
先
生
の
原
稿
や
ら

田
村
先
生
の
初
版
本
や
デ
ザ
イ
ン

等
、
皆
様
と
集
蒐
で
想
い
出
話
に
文

学
史
・
政
治
史
に
時
を
忘
れ
人
生
の

指
針
と
道
標
と
し
て
…
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

最
後
に
四
高
同
窓
会
会
員
の
益
々

の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
想

い
出
の
青
春
時
代
を
楽
し
み
な
が
ら

母
校
の
ご
発
展
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

旅
行
を
さ
れ
、
鮮
や
か
で
色
彩
豊
か

な
風
景
の
油
絵
作
品
を
精
力
的
に
制

作
、
毎
年
の
個
展
で
は
父
が
多
数
作

品
を
収
集
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
藤
沢
市
西
脇
基
夫
さ
ま

よ
り
、
同
窓
会
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
絵

は
地
元
の
風
景
で
、「
三
滝
川
の
冬

風
景
」
は
、
凍
て
つ
く
三
滝
川
の
遠

景
に
雪
の
鈴
鹿
山
系
、
ま
た
、
梅
園

越
し
の
四
日
市
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の

風
景
は
、
発
展
的
な
臨
海
を
早
春
の

満
開
の
梅
と
共
に
描
か
れ
、
望
郷
の

絵
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

先
生
は
、
作
品
を
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
た
い
と
願
い
、
平
成
9
年

に
四
日
市
市
文
化
会
館
で
展
覧
会
を

開
催
し
、
平
成
11
年
、
93
才
で
亡
く

な
り
ま
し
た
。
父
の
遺
品
と
な
っ
た

先
生
の
四
季
折
々
の
作
品
は
、
当
方

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
来
ら
れ
た
方
の
目

を
楽
し
ま
せ
、
心
を
癒
し
、
今
も
な

お
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

ー
ズ
、
陸
上
競
技
部
の
ス
パ
イ
ク
は

入
部
で
き
ま
す
が
、
私
は
無
手
勝
流

で
私
学
生
の
大
先
輩
美
大
出
身
の
岡

田
喜
男
先
生
の
新
し
い
美
術
部
に
入

部
致
し
ま
し
た
。
入
部
し
て
の
第
一

は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
刃
こ
ぼ
れ
の
ノ
ミ
の

研
ぎ
仕
上
げ
を
約
半
年
が
続
き
ま
し

た
。
ク
ロ
ッ
キ
ー
や
デ
ザ
イ
ン
と
心

勇
ん
で
入
部
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
も

入
部
一
学
生
の
精
神
修
業
で
あ
り
ま

し
た
…
。

　

富
田
中
学
校
で
は
年
一
回
全
校
生

徒
が
運
動
場
で
大
先
輩
の
校
歌
作
詞

い
ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
慕
っ
て
お
り
ま

し
た
。
ご
出
身
の
鹿
児
島
弁
で
、「
な

ん
ね
！
」「
は
よ
、
せ
ん
ね
！
」
と

叱
咤
さ
れ
、
今
で
も
鹿
児
島
弁
を
耳

に
す
る
と
先
生
の
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

　

ご
自
宅
の
奥
の
ア
ト
リ
エ
は
、
高

く
明
る
い
窓
か
ら
自
然
光
が
入
り
、

窓
辺
に
は
石
膏
像
が
並
ん
で
、
庭
の

緑
の
向
こ
う
を
近
鉄
の
赤
い
電
車
が

走
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
午
前
は
、
美
術

大
学
志
望
の
学
生
さ
ん
が
イ
ー
ゼ
ル

を
立
て
て
、
静
物
を
囲
み
油
彩
や
素

描
で
の
光
と
影
の
表
現
を
学
び
ま
し

た
。
子
供
は
午
後
に
水
彩
、
季
節
の

よ
い
日
の
三
滝
川
の
写
生
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。

　

昭
和
50
年
代
に
、
ご
子
息
一
家
の

転
居
先
の
長
野
や
日
光
へ
ス
ケ
ッ
チ

　

四
高
同
窓
会
の
皆
様
に
は
ま
す
ま

す
ご
壮
健
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
共
は
戦
後
昭
和
21
年
4
月
に
八

光
星
の
耀
く
県
立
二
中
、2
本
白
線
、

短
い
足
に
ゲ
ー
ト
ル
を
巻
き
、
下
駄

履
き
に
戦
闘
帽
雑
嚢
を
背
に
八
光
星

の
富
田
中
学
校
一
学
年
の
懐
か
し
い

姿
で
入
校
し
、
南
端
の
九
鬼
館
に
一

年
生
の
学
び
で
あ
っ
た
…
75
年
前
の

あ
る
日
の
学
生
生
活
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
テ
ニ
ス
部

の
ラ
ケ
ッ
ト
、
サ
ッ
カ
ー
部
の
シ
ュ

　

小
学
時
代
の
晴
れ
た
日
曜
の
午

後
、
2
人
の
妹
と
と
も
に
母
の
運
転

す
る
プ
リ
ン
ス
に
乗
り
、
れ
ん
げ
草

で
一
面
ピ
ン
ク
に
な
っ
た
田
ん
ぼ
の

松
本
街
道
を
ぬ
け
、
伊
勢
松
本
駅
近

く
の
黒
松
先
生
の
ア
ト
リ
エ
へ
向
か

っ
た
日
の
情
景
を
思
い
出
し
ま
す
。

叔
母
（
父
の
妹
）
の
嫁
ぎ
先
に
あ
た

り
、
絵
画
を
習
う
ご
縁
を
い
た
だ
い

た
の
で
す
。

　

先
生
は
、
昭
和
5
年
に
官
立
東
京

美
術
学
校
（
現
・
東
京
藝
術
大
学
）

を
卒
業
、三
重
県
立
富
田
中
学
（
現
・

四
日
市
高
等
学
校
）
美
術
教
員
と
し

て
赴
任
、
第
10
回
、
11
回
、
13
回
帝

展
、
第
27
回
日
展
の
洋
画
部
門
で
入

選
、
昭
和
59
年
に
四
日
市
市
文
化
功

労
章
を
受
章
さ
れ
る
偉
人
、
と
も
知

ら
ず
、
子
供
の
私
は
、
本
当
の
お
じ

中
小
企
業
診
断
士
の
資
格
を
生
か

し
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所

を
設
立
、
独
立
を
果
た
し
ま
し
た
。

翌
年
よ
り
、杉
並
区
の
商
工
相
談
員
、

東
京
商
工
会
議
所
の
評
議
員
と
な

り
、
地
元
杉
並
の
小
規
模
店
、
商
店

会
等
の
経
営
支
援
、
創
業
支
援
、
商

店
街
振
興
等
に
関
わ
り
ま
し
た
。
仕

事
は
杉
並
区
外
の
都
県
に
も
広
が

り
、
再
生
支
援
協
議
会
案
件
、
民
事

再
生
案
件
に
も
関
与
し
ま
し
た
。
平

成
23
年
（
２
０
１
１
）	

監
査
役
と
し

て
関
与
し
て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
理

事
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
と
な
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
領
域
に
参
入
、
東
京
都
、

杉
並
区
等
よ
り
の
業
務
を
幅
広
く
受

託
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
コ
ン
サ
ル
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し

て
の
25
年
間
の
第
２
の
人
生
で
す
。

　

令
和
３
年
に
自
家
所
有
の
住
宅
の

一
階
（
倉
庫
と
し
て
賃
貸
）
を
教
室

に
出
来
な
い
か
と
い
う
娘
の
一
言
に

閃
い
て
「
街
の
居
場
所
」
に
す
る
べ

く
耐
震
工
事
、
防
音
工
事
を
施
し
た

所
、
工
事
費
が
意
外
に
嵩
む
こ
と
が

判
明
、
急
遽
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
支
援
を
仰
ぐ
こ
と
と
し
、
募

金
目
標
200
万
円
を
超
え
る
400
万
円
が

集
ま
り
ま
し
た
。
私
の
住
む
杉
並
区

阿
佐
谷
は
地
価
が
高
く
相
続
で
土
地

が
細
分
化
さ
れ
ア
パ
ー
ト
や
マ
シ
ョ

ン
建
設
が
盛
ん
で
、
人
口
流
入
が
多

く
、
外
人
も
多
く
、
隣
に
住
ん
で
い

る
人
の
名
前
も
分
か
ら
な
い
「
東
京

砂
漠
」
で
す
。
こ
ん
な
状
況
を
改
善

し
た
い
と
い
う
思
い
で
、「
ま
ち
サ

ロ
ン
」を
作
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

名
付
け
て
「
ま
ち
サ
ロ
ン
お
き
や
ん

ち
」（
あ
だ
名
か
ら
命
名
）子
供
か
ら

老
人
ま
で
が
ふ
ら
り
と
立
ち
寄
れ
る

サ
ロ
ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
90
歳

に
し
て
第
三
の
人
生
の
始
ま
り
で
す
。

　

人
生
100
年
が
当
た
り
前
の
時
代
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
私
は
昨
年
６

月
90
歳
（
卒
寿
）
を
迎
え
ま
し
た
が
、

第
一
、
第
二
の
人
生
を
振
り
返
り
つ

つ
、
第
三
の
人
生
へ
の
挑
戦
に
つ
い

て
述
べ
ま
す
。

　

私
は
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）
３

月
本
校
を
卒
業
、
４
月
ガ
ラ
ス
メ
ー

カ
ー
に
就
職
し
四
日
市
工
場
に
配

属
。
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
）
伊
勢

湾
台
風
が
襲
来
、
保
安
要
員
と
し
て

工
場
に
残
り
、
自
然
の
猛
威
の
前
に

人
間
の
力
が
如
何
に
小
さ
い
か
と
い

う
学
び
を
得
ま
し
た
。昭
和
36
年（
１

９
６
１
）
４
月
、
名
古
屋
支
店
に
転

勤
、
自
動
車
用
の
ガ
ラ
ス
等
特
殊
な

ガ
ラ
ス
や
ガ
ラ
ス
工
事
を
扱
う
部
門

に
配
属
。
昭
和
39
年
（
１
９
６
４
）

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
、

東
海
地
方
で
も
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
。
中

電
本
社
ビ
ル
、
中
日
ビ
ル
、
日
銀
名

古
屋
支
店
、
興
銀
名
古
屋
支
店
、
三

重
県
庁
舎
、
岐
阜
県
庁
舎
、
長
島
温

泉
等
々
の
ガ
ラ
ス
工
事
に
関
係
し
ま

し
た
。
宴
が
終
わ
っ
て
設
計
・
建
築

工
事
業
界
は
不
況
の
ド
ン
底
に
落
ち

込
み
色
々
な
問
題
が
噴
出
。
昭
和
46

年
（
１
９
７
１
）
子
会
社
へ
希
望
し

て
出
向
し
た
が
、
一
年
で
会
社
閉
鎖

と
な
り
、
47
年
（
１
９
７
２
）
東
京

支
店
へ
転
勤
。
一
年
後
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
が
勃
発
。
関
係
会
社
、
特
約
店

の
多
く
が
経
営
不
振
に
。
一
つ
の
不

振
会
社
の
社
長
と
な
り
短
期
間
に
再

生
に
成
功
。
次
々
と
不
振
会
社
の
再

生
を
命
じ
ら
れ
、
途
中
55
歳
で
定
年

退
職
と
な
り
、
そ
の
後
は
嘱
託
と
い

う
扱
い
で
、
都
合
７
社
の
社
長
を
務

め
65
歳
で
退
社
し
ま
し
た
。
以
上
が

産
業
人
と
し
て
の
46
年
間
の
第
一
の

人
生
で
す
。

　

平
成
９
年
（
１
９
９
７
）
４
月
、

近
代
日
本
の
文
化
的
道
標

黒
松
秀
志
先
生
の
こ
と

90
歳
に
し
て

第
三
の
人
生
に
挑
む

服
　
部
　
幸
　
市

（
四
高
26
年
度
卒
）

重
　
盛
　
千
　
香

（
四
高
58
年
度
卒
）

味
　
香
　
興
　
郎

（
四
高
25
年
度
卒
）
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い
出
の
地
、
大
王
町
波
切
モ
ヘ
ジ
屋

で
一
緒
に
鍋
を
囲
み
、
年
始
に
は
美

術
部
Ｏ
Ｂ
会
に
も
お
付
き
合
い
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
日
本
の
美
術
教
育

を
お
前
は
ど
う
す
る
気
や
！
」
と
、

分
不
相
応
と
も
思
え
る
宿
題
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

鈴
木
田
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と

を
一
言
で
表
す
な
ら
、「
ご
ま
か
さ

な
い
こ
と
」
で
す
。
い
い
加
減
な
私

の
「
一
応
」「
な
ん
と
な
く
」「
と
り

あ
え
ず
」
な
言
動
を
、
そ
の
都
度
厳

し
く
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
で
ご
ま
か
す

な
」、「
本
当
に
自
分
の
目
で
確
か
め

た
の
か
」、「
だ
れ
に
向
か
っ
て
授
業

し
と
る
ん
や
」、
そ
の
一
つ
一
つ
が

今
の
私
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
出
会

い
か
ら
37
年
間
、
厳
し
く
も
温
か
い

エ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

を
経
由
し
て
、
今
の
広
告
映
像
の
仕

事
に
就
き
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
０

４
年
に
今
の
会
社
を
設
立
。
キ
ラ
メ

キ
と
名
付
け
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
自

分
に
は
監
督
に
な
る
才
能
は
無
い
と

判
断
し
、
世
界
中
の
才
能
溢
れ
る
監

督
と
仕
事
を
す
る
側
の
立
場
に
な
ろ

う
と
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
な
り
ま

し
た
。
設
立
当
初
は
大
変
な
時
も
あ

り
ま
し
た
が
、
今
も
や
り
た
い
仕
事

は
出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
四
日

市
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
34

年
。
当
時
人
生
の
方
向
性
に
悩
ん
で

い
た
高
校
生
の
自
分
に
と
っ
て
34
年

後
の
今
の
自
分
は
ど
う
見
え
て
い
る

の
だ
ろ
う
、
と
今
回
寄
稿
さ
せ
て
頂

く
上
で
そ
の
事
を
思
い
出
す
良
い
機

会
に
な
り
ま
し
た
。

に
な
っ
た
美
術
部
員
で
も
あ
り
ま
す
。

　

大
学
１
年
生
時
に
は
、
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
へ
の
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
同
行
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
砂
漠
の
気

候
と
羊
の
油
に
へ
ば
っ
て
い
る
私

に
、「
そ
ん
な
ひ
弱
で
ど
う
す
る
ん

や
！
」と
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
卒
業
後
に
は
非
常
勤
講
師
と
し

て
母
校
の
教
壇
に
立
つ
機
会
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
勤
務
初
日
に
「
教
壇

に
立
つ
者
と
し
て
そ
れ
で
い
い
の

か
」
と
問
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
理
髪
店

に
直
行
し
ま
し
た
。
新
採
教
員
と
な

っ
た
１
年
間
は
指
導
教
官
と
し
て
授

業
を
見
て
い
た
だ
き
、「
雰
囲
気
に

流
さ
れ
る
な
！
信
念
を
も
っ
て
授
業

し
と
る
か
！
」
と
繰
り
返
し
問
わ
れ

ま
し
た
。
毎
年
年
末
に
は
美
術
部
思

て
映
像
の
勉
強
を
す
る
た
め
に
海
外

留
学
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当

時
は
円
高
で
１
ド
ル
90
円
程
度
の
時

代
。
現
地
で
は
卒
業
し
た
ら
大
学
に

入
れ
る
現
地
の
語
学
学
校
に
入
り
、

不
得
意
だ
っ
た
英
語
を
毎
日
寝
る
時

間
以
外
は
す
べ
て
の
時
間
を
費
や
し

て
勉
強
し
ま
し
た
。
な
ん
と
か
卒
業

し
大
学
に
入
学
。
映
像
の
勉
強
が
で

き
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

で
ラ
ジ
オ
テ
レ
ビ
学
科
に
入
り
ま
し

た
。
入
っ
て
か
ら
は
当
た
り
前
で
す

が
、
す
べ
て
の
授
業
は
英
語
で
す
か

ら
、
耳
で
聞
こ
え
て
く
る
単
語
も
わ

か
ら
な
い
も
の
も
多
い
し
、
教
科
書

も
本
当
に
難
し
く
、
毎
日
予
習
復
習

で
15
時
間
以
上
勉
強
し
て
い
ま
し

た
。
留
学
す
る
時
、
必
ず
卒
業
す
る

と
い
う
こ
と
が
親
と
の
約
束
で
し
た

の
で
、
４
年
３
ヶ
月
で
無
事
に
卒
業

し
帰
国
し
ま
し
た
。
帰
国
後
は
、
東

京
に
出
て
テ
レ
ビ
番
組
の
制
作
会
社

　

四
日
市
高
校
に
入
学
し
て
最
初
の

美
術
の
授
業
が
鈴
木
田
先
生
と
の
出

会
い
で
し
た
。
先
生
は「
踏
切
の
音
」

に
つ
い
て
話
さ
れ
て
い
た
と
記
憶
し

て
い
ま
す
。
変
わ
っ
た
こ
と
を
言
う

な
あ
と
頬
杖
を
つ
い
て
ぼ
ん
や
り
聞

い
て
い
た
私
は
、
そ
の
場
で
怒
鳴
ら

れ
ま
し
た
。
怒
ら
れ
な
が
ら
私
が
考

え
て
い
た
こ
と
は
、「
す
で
に
提
出

し
て
し
ま
っ
て
い
た
美
術
部
へ
の
入

部
届
を
ど
う
に
か
な
か
っ
た
こ
と
に

で
き
な
い
か
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

結
局
入
部
届
は
ど
う
に
も
な
ら
ず
、

そ
の
後
も
何
度
も
怒
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
鈴
木
田
先
生
に
最
も

怒
ら
れ
た
美
術
部
員
で
あ
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
そ
れ
は
最
も

ご
心
配
を
い
た
だ
き
、
最
も
お
世
話

　

皆
さ
ん
の
夢
は
何
で
す
か
？
も
し

か
し
た
ら
夢
を
持
っ
て
い
な
い
方
も

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昨
今
、

夢
は
持
ち
に
く
い
時
代
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
も
高
校
時
代
は
自
分

の
将
来
の
夢
と
い
う
の
は
お
ぼ
ろ
げ

で
、
卒
業
後
に
だ
ん
だ
ん
と
は
っ
き

り
し
て
き
た
、と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

私
の
夢
は
映
画
や
広
告
の
監
督
に
な

る
こ
と
で
し
た
。
そ
の
夢
の
一
部
は

違
っ
た
形
で
叶
っ
て
い
ま
す
。
私
は

１
９
８
９
年
に
四
高
を
卒
業
し
、
大

学
は
い
く
つ
か
受
験
し
ま
し
た
が
何

を
し
た
い
か
と
い
う
事
も
決
め
な
い

ま
ま
大
学
を
受
験
。
ど
こ
に
行
き
た

い
か
決
め
ら
れ
ず
、浪
人
し
ま
し
た
。

浪
人
中
は
自
分
の
将
来
を
考
え
る
時

間
が
出
来
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
ま
し
た
。
当

時
、
父
親
が
仕
事
で
ア
メ
リ
カ
テ
キ

サ
ス
州
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
に
赴
任
し
て

い
た
の
で
、
無
理
に
父
に
お
願
い
し

鈴
木
田
俊
二
先
生
を

偲
ん
で

34
年
目
の
振
り
返
り

横
　
井
　
健
　
司

（
四
高
61
年
度
卒
）

石
　
井
　
義
　
樹

（
四
高
63
年
度
卒
）

感
動
に
気
付
か
せ
て
く
れ
る
一
つ
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
人
だ
と
一
つ

の
音
し
か
奏
で
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
違

う
楽
器
の
、
違
う
楽
譜
を
吹
い
て
い

る
み
ん
な
が
い
れ
ば
、
瞬
く
間
に
音

楽
に
な
る
。
お
互
い
の
「
息
の
音
」

を
聞
き
合
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
音

が
重
な
り
、
感
情
や
情
景
を
豊
か
に

表
現
し
て
い
く
。
そ
ん
な
瞬
間
が
心

か
ら
愛
お
し
く
大
切
で
、
気
付
け
ば

10
年
も
、
吹
奏
楽
か
ら
離
れ
ら
れ
な

い
で
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
４
月
か
ら
、
三
重
県
に
戻
り

教
員
と
し
て
働
き
ま
す
。
四
高
生
の

皆
さ
ん
へ
。
か
け
が
え
の
な
い
毎
日

を
ど
う
か
大
切
に
味
わ
っ
て
、
培
っ

た
経
験
が
皆
さ
ん
の
未
来
を
よ
り
輝

か
せ
る
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

全
世
界
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
輩
方
や

同
期
の
皆
さ
ん
へ
。
未
熟
な
私
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

て
い
ま
し
た
。
特
に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
気
に
入
り
、
通
過

儀
礼
と
し
て
得
度
し
托
鉢
し
な
が
ら

僧
院
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

さ
て
、
今
は
予
備
校
講
師
な
ど
は

辞
め
自
営
で
小
規
模
な
個
別
指
導
塾

を
開
業
し
塾
生
の
受
験
指
導
や
補
習

授
業
な
ど
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
残
念
な
が
ら
今
の
所
は
四
高
合

格
者
は
一
人
も
出
て
い
ま
せ
ん
。
ま

あ
そ
の
う
ち
に
…
と
気
長
に
構
え
て

い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
の
コ
ロ
ナ
禍
で
塾
生

の
数
は
減
り
、
ゆ
と
り
が
出
来
ま
し

た
の
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
通
信
講
座

を
受
講
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は

学
校
や
学
習
塾
で
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
が
多
く
な
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
勉
強
は

何
時
で
も
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。
皆

様
の
御
活
躍
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

は
、
教
室
に
行
け
ば
当
た
り
前
の
よ

う
に
自
分
の
席
が
あ
り
、
同
じ
よ
う

に
部
活
や
学
年
に
も
自
分
の
居
場
所

が
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
偶
然
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た

40
人
と
、
毎
日
共
に
学
び
、
行
事
を

乗
り
越
え
、
放
課
後
に
は
掃
除
を
し

て
。“
一
期
一
会
の
出
会
い
と
、
一

年
間
で
築
く
繋
が
り
”
の
尊
さ
を
、

卒
業
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
よ
り
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
教
員
と
い
う
立
場

に
変
わ
っ
て
も
、
学
校
と
い
う
好
き

な
場
所
で
、
好
き
な
理
科
を
学
び
、

た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り
成
長
で
き

る
こ
と
が
と
て
も
幸
せ
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
部
活
動
と
し
て
現

在
ま
で
続
け
て
い
る
吹
奏
楽
も
、
人

と
の
繋
が
り
か
ら
生
ま
れ
る
喜
び
や

年
勉
強
し
て
三
重
大
学
生
物
資
源
学

部
に
合
格
で
き
ま
し
た
。
子
供
の
頃

か
ら
好
き
だ
っ
た
生
物
学
を
十
分
に

学
べ
る
と
楽
し
み
に
入
学
し
、
そ
れ

こ
そ
あ
っ
と
い
う
間
の
４
年
間
で
し

た
。
卒
業
が
近
づ
い
て
も
、
も
っ
と

勉
強
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
、
実
験
し
な
が
ら
大
学
院
進
学
の

準
備
を
進
め
無
事
三
重
大
学
大
学
院

生
物
資
源
学
研
究
科
に
進
み
、
２
年

で
修
了
し
ま
し
た
（
生
物
資
源
学
修

士
）。
そ
れ
に
教
育
に
も
関
心
が
あ

っ
た
為
教
職
も
取
り
教
員
免
許
も
取

得
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
の
専
門

か
ら
の
博
士
課
程
進
学
は
難
し
く
研

究
職
は
諦
め
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
は
、

予
備
校
講
師
や
プ
ロ
の
家
庭
教
師
な

ど
し
つ
つ
長
い
休
み
を
作
っ
て
は
主

に
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
旅
を
続
け

　

母
校
で
あ
る
四
日
市
高
校
で
の
教

育
実
習
を
終
え
、
早
い
も
の
で
半
年

が
経
ち
ま
し
た
。
卒
業
し
て
か
ら
４

年
が
経
っ
て
も
、
校
舎
や
富
田
の
風

景
、
窓
か
ら
吹
く
風
の
に
お
い
は
そ

の
ま
ま
で
、
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
不
思
議
な
気
持
ち
を
抱
き
な

が
ら
、
刺
激
的
で
学
び
の
あ
る
２
週

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
日
々
指
導
し
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
方
や
、
自
身
の
授
業
で

は
、
拙
い
授
業
に
も
関
わ
ら
ず
、
真

摯
に
応
え
て
く
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

私
の
将
来
の
夢
は
、
教
員
で
す
。

そ
の
理
由
を
一
言
で
表
す
な
ら
、

「
学
校
が
好
き
だ
か
ら
」
で
す
。
私

が
考
え
る
学
校
の
好
き
な
と
こ
ろ

　

私
が
四
高
通
信
を
卒
業
し
た
の
は

四
高
通
信
最
後
の
年
で
し
た
。
元
は

60
年
度
生
で
し
た
が
大
学
進
学
の
為

３
年
で
中
退
し
て
お
り
、
高
卒
で
な

い
こ
と
に
多
少
引
っ
掛
か
り
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に
ニ
ュ
ー

ス
で
「
四
高
通
信
廃
止
」
と
聞
き
３

年
間
で
取
得
し
た
単
位
が
か
な
り
あ

っ
た
は
ず
と
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
嬉
し
い
こ
と
に
復
学
可

能
と
知
り
早
速
復
学
の
手
続
き
を
取

り
ま
し
た
。
登
校
す
る
と
同
学
年
だ

っ
た
２
人
に
会
い
、
３
人
揃
っ
て
卒

業
し
よ
う
と
話
し
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
１
人
は
脱
落
し
ま
し
た
。

　

私
は
60
年
度
生
の
時
か
ら
大
学
進

学
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
２
年
で

旧
大
検
に
合
格
し
ま
し
た
が
、
さ
す

が
に
昼
の
大
学
は
難
し
く
、
も
う
１

繋最
終
学
歴
は
四
高
通
信
卒

安
　
田
　
あ
お
い

（
四
高
Ｈ
30
年
度
卒
）

徳
　
井
　
　
　
満

（
通
信
制
）

キラメキのオフィスのエントランス
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同
窓
会
報
80
号
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
報
発
行
の
時
期
が
く
る
と
、
春

が
近
づ
い
て
き
た
と
感
じ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
そ
う
で

す
が
、
冬
が
終
わ
り
、
同
総
会
館

前
の
十
四
川
に
咲
く
満
開
の
桜
を

見
る
の
が
楽
し
み
で
す
。（
前
田
）

　

会
報
編
集
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
手
ほ

ど
き
く
だ
さ
っ
た
師
を
昨
年
亡
く

し
ま
し
た
。
な
か
な
か
Ｏ
Ｋ
を
貰

え
ず
、
厳
し
か
っ
た
…
。
し
か
し

数
年
前
、
自
由
に
使
っ
て
よ
い
と

手
渡
し
て
く
だ
さ
っ
た
何
枚
か
の

カ
ッ
ト
。
今
年
も
そ
れ
を
お
守
り

に
励
み
ま
し
た

が
、
ま
だ
駄
目

出
し
の
声
が
聞

こ
え
て
き
そ
う

で
ド
キ
ド
キ
し

ま
す
。（
小
林
の
）

お
悼
み

　

昭
和
55
年
よ
り
平
成
11
年
に
か
け
て
第
３
代
同
窓
会
長
と
し
て
同

窓
会
を
導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
小
菅
弘
正
氏
が
、
令
和
４
年
９
月

18
日
94
歳
に
て
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。
富
中
ご
出
身
の
氏
は
常
に
地
域

経
済
を
牽
引
し
続
け
、
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会

活
動
に
も
永
年
ご
貢
献
く
だ
さ
り
、
母
校
創
立
１
０
０
周
年
の
記
念

事
業
を
成
功
裏
に
お
さ
め
ら
れ
、
後
年
は
顧
問
と
し
て
後
進
を
見
守

り
続
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

小
菅
弘
正 

氏

（
富
中
42
回
卒
）

令
和
４
年
９
月
ご
逝
去

　

高
羅
英
彦
氏
は
永
年
会
計
と
し
て
同
窓
会
活
動
の
要
役
を
務
め
て

く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
4
年
12
月
24
日
81
歳
に
て
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

高
羅
英
彦 

氏

（
四
高
Ｓ
33
年
度
卒
）

令
和
４
年
12
月
ご
逝
去

　

母
校
教
員
時
代
よ
り
生
徒
へ
の
指
導
の
傍
ら
会
計
・
書
記
と
し
て

同
窓
会
活
動
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
鈴
木
田
俊
二
氏
は
、
退
職
後

は
副
会
長
に
就
任
、
先
頭
に
立
っ
て
同
窓
会
活
動
を
活
性
化
し
よ
う

と
努
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
顧
問
に
退
か
れ
て
以
降
も
同
窓
会
館

の
維
持
管
理
や
役
員
の
職
責
全
う
に
向
け
て
目
を
光
ら
せ
続
け
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
4
年
度
総
会
直
前
の
5
月
27
日
、
87

年
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。
教
員
と
し
て
、
ま
た
先
輩
と
し
て

我
々
に
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
は
、
今
も
同
窓
生
の
心
の
中
に
し

っ
か
り
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。ど
う
ぞ
寧
ら
か
に
お
眠
り
く
だ
さ
い
。

鈴
木
田 

俊
二 

氏（
四
高
Ｓ
28
年
度
卒
）

令
和
４
年
５
月
ご
逝
去

　私は1934年３月１日津市に生まれた。この日は日本陸軍が占領し
ていた中国に、満州国を建国した日でもある。昭和の初めまで日本は
軍艦を米英から輸入し、完成後全乗組員が生産国を訪問、滞在して船
の運用方法を学び、日本へ持ち帰るのが常で、海軍軍人は国際人であ
った。一方陸軍は中国以外の外国を知らない国粋集団であり、彼らが
満州国を作り1941年12月米英蘭との無謀な戦争を始めた。42年半ば
米海軍が電波探知機をMidwayで実用化、勝負は終わった。43年４月
海軍の総帥山本五十六は高松宮を残して旗艦を離れ、自殺のような飛
行の末戦死したが、陸軍は和平を提案せず、45年８月原爆投下を招
いた。43万人の進駐軍が来たが、多くの米国兵が２桁の暗算が出来
ない。しかし米国の戦争は、国防省の優秀なSuper	Elite 集団が陸海
空軍を厳格に管理し、進めていた。今でも日本の役所、企業には猛烈
な学習によって得た該博な知識と論理的思考により政策や経営手法を
立案できるグループは多くない。東大法学部で岸信介と我妻栄は
1917年89.1点という奇しくも同点の成績を得た。40年後岸は総理、
我妻は日本を代表する民法学者となり、朝日新聞で岸に安保闘争の政
界からの引退を勧めた。岸は畏友の意見を入れ総辞職した。

　この骨太なSuper	Elite の人間関係が日本には少ない。しかし日本
の技術は朝鮮戦争特需もあり急激に回復、ノーベル賞受章者は25人、
22人が理系で、製造業の年間貿易黒字は10兆円を超える。
　ところが1970年頃から、文部省、日教組が日本の教育は詰め込み
教育であり、ゆとりが無いので独創的な人が育成されないと言い出し
た。逆である。人が考える時、脳の神経細胞がシナプスと呼ぶ電子回
路で繋がれ、Ideaを出す。懸命に考えるほど接続は増えるが、無接点
で脳は大きくならない。私も何度も経験したが多くの落胆と、少ない
が闇夜で稲妻が閃くような、嬉しい成功を求めて技術者は働く。
　この経験を持たない、ゆとりある集団の退職まで、日本は衰弱を続
けるのかも知れない。教育だけではない。漫画、アニメ、テレビなど
の映像情報だけで、文字離れの日本人は考えない人種に変って来た。
	17世紀初頭Shakespeare は中世の伝説を改作し、道徳的、近代的な
考える人Hamlet を創作した。彼の有名なセリフ「To	be（現状是認）,	
or	not	to	be（現状否認）,	that	is	the	question．」は、ゆとりの日本が
どんな「not	to	be」を目指すかの決断を求める。1805年、Napoleon
の上陸を防ぎ、大英帝国は250年の黄金時代を謳歌した。

元 富士電機㈱ 副社長
元 四日市大学 教授

リレー随想 〈第26回〉

衰弱する日本
国 保 元 愷 （四高26年度卒）

編
集
後
記

　

同
窓
会
の
事
業
は
す
べ
て
会
費
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
報
の
送
付

な
ど
も
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
会
費
を

納
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　私たちの高校生活はコロナ禍とともに
始まりました。オンライン授業や、行事

の規模縮小・中止で不安が続く一方で、人との関わりの大切
さを実感することがたくさんありました。卒業する今、「人
との出会い」の喜びをひしひしと感じます。
　高校に入学し、個性豊かな仲間と出会いました。勉強や部
活では、ライバルとして切磋琢磨し、お互いを高め合ってき
ました。尊敬できる仲間を見て、自分も頑張ろう、と何度思
ったことでしょうか。また、将来の夢や他愛もない話で盛り
上がる日々は、私の中で大きな心の支えでした。最高の仲間
に囲まれていると幾度となく感じ、みんなとたくさんの時間
を一緒に過ごせたことが私の１番の誇りです。
　また、先生方はとても面白いです。専門科目への愛が溢れ、
苦手な教科でさえ興味をそそられてしまい、自分の可能性を
多方面に広げてくださいました。将来何になりたいか何も決
まっていなかった私は、先生方と話をしているうちにいつし
か先生に憧れを抱き始め、「高校の先生になりたい」と思う
ようになりました。
　「１度の人生で出会うことのできる人の数は決まっている」
という言葉を聞いたことがあります。この言葉が本当ならば、
私は四日市高校に入学して本当に良かったと思います。でな
ければこのような素敵な方々と出会うことができなかったの
ですから。今までの出会い、これからの出会いに感謝し、新
たな一歩を踏み出します。

　私たち山岳部女子４名は、2022年８月５日から８月９日に
香川県まんのう町で行われた、第66回全国高等学校登山大会

に出場しました。大会では、気象、救急、自然観察、天気図という４つのテストを
４人が１つずつ担当する知識審査や、テントを立てる様子とその仕上がりが問われ
る設営審査、登山に必要な物を持っているか調べられる装備審査、登山行動中、地
図上の現在地を問われる読図審査、制限時間内にコースを歩き切る体力審査などを
行い、総合点を競います。
　初めてのインターハイ、しかも５日間に及ぶ長期戦ということで、大会前は不安
に感じていましたが、いざ始まるとあっという間に時間が過ぎていきました。開会
式での緊張と高揚感、知識審査後にミスに気づき泣きそうになったこと、登山行動
中のあと一歩の苦しさ、閉会式
での寂しさと達成感……。どん
な瞬間も新鮮で、出場できた喜
びに溢れていました。メンバー
とともに笑ったことも、喧嘩し
たことも、泣いたことも、何に
も替えられない思い出となって
私のなかで輝いています。
　思うような結果とはなりませ
んでしたが、今大会での収穫を
今後の部活動に精一杯生かし、貴重な経験を後輩に伝えていきたいと思います。
　最後に、大会運営に関わってくださった多くの方々、夜遅くまで準備してくださ
った先生、そして大会メンバーのためにたくさん協力してくれた山岳部の皆に心か
らの感謝を伝えたいです。ありがとうございました。

　四日市高校野球部主将の窪亮太です。昨年、私たち四日市高校野
球部は中京大学附属中京高等学校（以下、中京大中京高校）野球部
とメモリアルゲーム（梅村学園創立100周年記念企画）をさせてい
ただきました。四日市高校野球部は全国優勝した昭和30年に準決
勝で前身の中京商業高校と対戦しています。今回、私たちが中京大
中京高校の方々と交流を持つことができたのは、四日市高校野球部
の先輩方のおかげに他なりません。私たち四日市高校野球部部員一
同はこの貴重な機会を励みに、甲子園出場、そして再び中京大中京
高校と一戦交えることを目標に日々の練習に取り組んでいきます。
四日市高校野球部の先輩方に喜んでいただけるように勝ち進んで行
きます。

I	made	the	presentation	
about	 “observation	of	
ants	behavior"at	OIST.	
OIST	means	 "Okinawa	
Institute	of	Science	and	
Technology"	 and	we	
can	see	a	 lot	of	great	
scientists	from	all	over	
the	world	there.
I	had	two	experiments	got	some	interesting	results.Especially	 I'm	
interested	 in	 "the	 law	of	worker	ants".	 It	 is	 the	 law	 that	20%	of	
worker	ants	work	positivily,	60%	work	normally,	20%	work	passively	
so	I	bred	ants	and	observed	differences	in	the	degree	of	working.	
Also,	I	did	another	experiment	about	ants	and	stimulus.
After	 that,	 I	got	some	questions	about	presentation.	One	of	 them	
were	in	English,	so	I	was	nervous	that	whether	I	could	understand	
but	I	managed	to	answer.	I	was	asked	about	what	kind	of	food	the	
ants	usually	have	and	introduced	some	food	they	like.	Of	cource,	I	
found	it	out	during	my	experiments.	I	was	very	happy	to	get	such	a	
chance	and	it	was	a	wonderful	experience	for	me.

一期一会 インターハイに出場して

中京大中京高校野球部と
交流しました SSH国内研修（沖縄）報告

３年３組　竹　本　好　花 ２年８組　木　村　好　花

２年８組　窪　　　亮　太 ２年７組　山 田 明 依

学 園 だ よ り
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母校近影

科学の祭典　2023年1月28日（校内）

体育館エントランス

懐かしいプレートは
今も健在コロナ対策

駅から見える同窓会寄贈の懸垂幕田村初代校長像

今どきの授業は…通信制は永遠に

校門より校舎を臨む登校風景

富中より引き継いだ門柱
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